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1 ．日本常民文化研究所
［調査・研究］
◆共同研究　日本常民文化研究所所蔵資料からみるフィールド・サイエンスの史的展開
◆共同研究　二神家・二神島の歴史・民俗研究
◆共同研究　海域・海村の景観史に関する総合的研究
◆研究拠点　気仙沼大島漁協文庫の管理と活用
◆科研費【基盤研究（B）】ブラジル日本人入植地の歴史民俗学的研究
　上記については、「第 I 部　研究活動報告」の各報告文ページをご覧ください（ 6 ～21 ページ）。
◇成果発信
◆共同研究　瀬戸内海の歴史民俗
　開始：2008 年
○『二神司朗家文書史料集』（近世編）編集（通年）
◆共同研究　山城国大山崎荘の総合的研究
　開始：1995 年
○『離宮八幡宮文書目録』編集（通年）
◆共同研究　奥能登の研究
　開始：1984 年
○『井池家文書目録』『岩倉寺文書目録』編集（通年）
［日本常民文化研究所創立 100周年記念事業］
　上記については、「第 I 部　研究活動報告」の報告文ページをご覧ください（40 ページ）。
［民具マンスリー編集のための取材］
　上記については、「第 I 部　研究活動報告」「民具マンスリー」のページをご覧ください（30 ページ）。
［学術交流］
○釜慶大学校人文社会科学研究所とのミニシンポジウム　2019 年 2 月 19 日
［受託研究］
◆受託研究　国立研究開発法人水産研究・教育機構所蔵古文書の目録作成業務（継続）
◆受託研究　三宅村郷土資料公開・保存事業（継続）
◆受託研究　小西漆器店所蔵文書の整理・目録作成（新規）
　上記については、「第 I 部　研究活動報告」の各報告文ページをご覧ください（22～29 ページ）。
［その他の出張］
○ 在留資格認定証明書交付申請　2018 年 4 月 19 日・ 6 月 22 日・ 9 月 12 日　東京入国管理局横浜支局　
加藤友子
○借用古文書・ふすま返却　2018 年 8 月 7 日　寒川文書館　窪田涼子
　所蔵資料関連の出張は「第 I 部　研究活動報告」「資料委員会」のページをご覧ください（32 ページ）。
2018年度の活動（2018年 4 月 1日～2019年 3 月31日）
83日本常民文化研究所年報 2018
2018 年度の活動
［常民文化奨励研究］
　詳細は国際常民文化研究機構 共同研究（奨励）（85 ページ）、「第 I 部　研究活動報告」の各報告文ペー
ジ（50～55 ページ）をご覧ください。
［第 22回常民文化研究講座］
○民具を語る 4 「原方刺し子の世界―ひと針に思いをこめて―」遠藤きよ子　2018 年 7 月 23 日
○ 国際研究フォーラム「アジア民具研究の可能性―民具体系と生活構造の比較から―」2018 年 12 月
8 日・9 日
○古文書修復実習　2019 年 3 月 10 日・11 日
［研究会］
○ 第 116 回「絵馬から見る村落風景―喜多方市村松湯殿神社の絵馬を中心に―」佐々木長生　 
2018 年 6 月 20 日
○ 第 117 回「明治期日本におけるイギリス住居衛生論の導入と展開について―大江（宮川）スミのイギ
リス留学を通して―」須崎文代　2018 年 10 月 24 日
○ 絵馬研究会「ムカデの呪力―宮城県角田市福応寺毘沙門堂奉納絵馬をめぐって―」岩崎真幸 
「『現代小絵馬』にみる祈願の諸相―現代社会の絵馬を考える―」鈴木通大　2019 年 1 月 28 日
［日本常民文化研究所によるKUポートスクエア講座］
○古文書講読講座　2018 年 5 月 18 日～12 月 14 日　毎週金曜日（全 20 回）
入門コース：石井日出男・川鍋定男　応用コース：関口博巨・田上繁・鈴木江津子・川鍋定男・越智信也
［刊行物］
○『島の写真帖 Vol. 4　二神島写真資料集』共同研究「瀬戸内海の歴史民俗」2018 年 7 月 31 日
○『二神司朗家文書　近世・由利島編』共同研究「瀬戸内海の歴史民俗」2019 年 2 月 10 日　
○ 『宮城県気仙沼大島における遠洋漁業の歴史的変遷に関する研究―震災救出資料を中心として―』
［音声 CD 附属］　神奈川大学日本常民文化研究所調査報告　第 27 集（国際常民文化研究機構　共同研究
［奨励］調査報告書）2019 年 2 月 28 日
○『歴史と民俗 35　特集　二神島』神奈川大学日本常民文化研究所論集 35（平凡社）2019 年 2 月 22 日
○『神奈川大学日本常民文化研究所　年報 2017』2019 年 3 月 8 日
○『離宮八幡宮文書目録（一）近世編』共同研究「山城国大山崎荘の総合的研究」　2019 年 3 月 15 日
○『水産研究・教育機構所蔵古文書目録―下津浦漁業組合文書（和歌山県海南市）―』2019 年 3 月
○『民具マンスリー』51 巻 1 号～12 号　2018 年 4 月 10 日～2019 年 3 月 10 日（毎月 10 日発行）
［展示］
［資料掲載］
［資料貸出］
　上記については、「第 I 部　研究活動報告」「資料委員会」のページをご覧ください（32 ページ）。
［メディア取材］
○ 昆政明所員の出演による、企画展「和船の構造と技術」の紹介が「YOKOHAMA My Choice！」（FM ヨ
コハマ）にて放送（2018 年 7 月 15 日）
○ 昆政明所員インタビューが「ネーミングバラエティー 日本人のおなまえっ！」（NHK）にて放映（2018
年 9 月 13 日）
○ 気仙沼大島漁協文庫の文書救出活動および文庫建築、国際常民文化研究機構第 5 回共同研究フォーラム
「気仙沼大島における遠洋漁業の歴史―漁船員たちの航路をたどって―」が、朝日新聞［横浜版］
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に掲載（2019 年 3 月 6 日）
［新収図書・逐次刊行物］
○購入図書 801 冊　寄贈図書 712 冊
　すべて、神奈川大学 OPAC で検索可能です。https://www.kanagawa-u.ac.jp/library/
○逐次刊行物 469 タイトル　寄贈逐次刊行物 18 タイトル
［会議日程］
◆『民具マンスリー』編集会議
上記については、「第 I 部　研究活動報告」「民具マンスリー」のページをご覧ください（30 ページ）。
◆資料委員会
上記については、「第 I 部　研究活動報告」「資料委員会」のページをご覧ください（32 ページ）。
◆運営委員会
日　　　程
第 1 回　2018 年 4 月 4 日 第 4 回　2018 年 7 月 13 日 第 6 回　2018 年 10 月 12 日 第 9 回　2019 年 1 月 11 日
第 2 回　2018 年 5 月 11 日 第 5 回　2018 年 9 月 18 日 第 7 回　2018 年 11 月 16 日 第 10 回　2019 年 2 月 13 日
第 3 回　2018 年 6 月 15 日 臨　時　2018 年 10 月 3 日 第 8 回　2018 年 12 月 14 日 第 11 回　2019 年 3 月 15 日
◆所員会議
回数（通算） 日　程 審議事項
第 1 回（第 321 回） 2018 年 4 月 18 日 所員の新任について、客員研究員の新任について、研究協力者について、自己点検評価全学委員会（学部等自己点検・評価実施委員）について
第 2 回（第 322 回） 2018 年 5 月 16 日 特別研究員の推薦について
第 3 回（第 323 回） 2018 年 6 月 20 日
第 4 回（第 324 回） 2018 年 7 月 18 日 客員研究員の受け入れについて
第 5 回（第 325 回） 2018 年 9 月 19 日 客員研究員の受け入れについて
第 6 回（第 326 回） 2018 年 10 月 17 日
第 7 回（第 327 回） 2018 年 11 月 21 日
2019 年度日本常民文化研究所予算案について、2019 年度非文字資料研究セ
ンター予算案について、非文字資料研究センターの研究員の委嘱について、
非文字資料研究センターの客員研究員の委嘱について
第 8 回（第 328 回） 2018 年 12 月 19 日
第 9 回（第 329 回） 2019 年 1 月 16 日 特別研究員の再任について
第 10 回（第 330 回） 2019 年 2 月 20 日 客員研究員の新任について、非文字資料研究センター研究員の再任及びセンター客員研究員の再任・新任について、所長の交代について
第 11 回（第 331 回） 2019 年 3 月 20 日 2019 年度調査研究予算の策定について、非文字資料研究センター 2018 年度事業報告について、非文字資料研究センター 2019 年度事業計画について
臨時会議 2018 年 12 月 25 日 日本常民文化研究所の現状と今後の方向性について
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2 ．国際常民文化研究機構
［文部科学省関連］
○文部科学省より「共同利用・共同研究拠点：国際常民文化研究拠点」として認定（継続：2014 年 4 月 1
日～2020 年 3 月 31 日）
［プロジェクト型共同研究］
◆公募
○ 2018 年度共同研究（「A 共同研究（一般）」「B 共同研究（奨励）」）公募開始　2017 年 12 月 13 日
○「2018 年度・国際常民文化研究機構共同研究公募」採択　2018 年 3 月 3 日
A 共同研究（一般）　課題名「台湾の「海女（ハイルー）」に関する民族誌的研究―東アジア・環太平
洋地域の海女研究構築を目指して―」
　代表者：藤川美代子　期間：2018 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日
B 共同研究（奨励）　課題名「熊野水軍小山家文書の総合的研究」
　代表者：坂本亮太　期間：2018 年 4 月 1 日～2021 年 3 月 31 日
◆共同研究（一般）
1 ．海域・海民史の研究
「台湾の「海女（ハイルー）」に関する民族誌的研究 
　―東アジア・環太平洋地域の海女研究構築を目指して―」（新規）
2 ．民具資料の研究
　「民具の機能分析に関する基礎的研究」（継続）
4 ．常民文化に関する研究
　「戦前の渋沢水産史研究室の活動に関する調査研究」
　上記については、「第 I 部　研究活動報告」の各報告文ページをご覧ください（44～49 ページ）。
◆共同研究（奨励）
　「熊野水軍小山家文書の総合的研究」（新規）
　「昭和戦前期の青年層における民俗学の受容・活用についての研究」（継続）
　「宮城県気仙沼大島における遠洋漁業の歴史的変遷に関する研究―震災救出資料を中心として―」
　上記については、「第 I 部　研究活動報告」の各報告文ページをご覧ください（50～55 ページ）。
［刊行物］
○『戦前の渋沢水産史研究室の活動に関する調査研究』国際常民文化研究叢書 13　2019 年 2 月 25 日
○『宮城県気仙沼大島における遠洋漁業の歴史的変遷に関する研究―震災救出資料を中心として―
［音声 CD 附属］』神奈川大学日本常民文化研究所調査報告　第 27 集（国際常民文化研究機構　共同研究
［奨励］調査報告書）2019 年 2 月 28 日
［共同研究フォーラム］
◆共同研究（一般）「戦前の渋沢水産史研究室の活動に関する調査研究」
○第 4 回共同研究フォーラム「再考 アチック・ミューゼアムの水産史研究―＂ハーモニアス・デヴェ
ロップメント＂の実像―」2018 年 7 月 7 日
加藤幸治・宮瀧交二・今井雅之・安室知・増﨑勝敏・佐藤智敬・磯本宏紀・葉山茂・星洋和・日髙真
吾・揖善継、佐藤麻南（東北学院大学大学院文学研究科博士前期課程）
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◆共同研究（奨励）
　「宮城県気仙沼大島における遠洋漁業の歴史的変遷に関する研究―震災救出資料を中心として―」
○第 5 回共同研究フォーラム「気仙沼大島における遠洋漁業の歴史―漁船員たちの航路をたどって―」
2019 年 2 月 10 日（日）（会場：宮城県気仙沼市　大島公民館）
千葉勝衛・大川啓・小山由紀子・菊田榮四郎・水上忠夫・川島秀一・蝦名裕一・小野寺佑紀、山内繁
（気仙沼市文化財保護審議委員会委員長）・堺健（気仙沼・大島みらい創り協議会）
［事業運営の総合的推進］
◆学術交流
○第 6 回東アジア島嶼海洋文化フォーラム　中国・広東海洋大学への派遣　2018 年 12 月 3 日～ 7 日　
　小熊誠・昆政明、兪鳴奇（院生）
［会議日程］
◆学内運営委員会
日　　程（通算）
第 1 回（第 84 回）2018 年 5 月 11 日 第 5 回（第 88 回）2018 年 10 月 12 日 第 9 回（第 92 回）2019 年 2 月 13 日
第 2 回（第 85 回）2018 年 6 月 15 日 第 6 回（第 89 回）2018 年 11 月 16 日 第 10 回（第 93 回）2019 年 3 月 15 日
第 3 回（第 86 回）2018 年 7 月 13 日 第 7 回（第 90 回）2018 年 12 月 14 日
第 4 回（第 87 回）2018 年 9 月 18 日 第 8 回（第 91 回）2019 年 1 月 11 日
◆運営委員会
回数（通算） 日　程 審議事項
第 1 回（第 28 回） 2018 年 5 月 13 日 2018 年度の予算修正について、共同研究者の追加申請について
第 2 回（第 29 回） 2018 年 11 月 17 日
2019 年度の事業計画と予算について、2019 年度共同研究の公募要領に
ついて
第 3 回（第 30 回） 2019 年 3 月 2 日
2019 年度共同研究公募の採択について、2018 年度共同研究・研究経過
報告書について、2019 年度共同研究・交付申請書について
※非文字資料研究センターの 2018 年度の活動については、『非文字資料研究センター News Letter』
No. 41、42 をご覧ください。
